
事業所名　　　　　　　ありんこ（児童発達支援事業）　　　　支援プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　H7年　1月20日

子どもの思い（心）に目を向け成人期の基盤となる幼児期だからこそ育むべき「今」を大切に、必要としている支援を個々に合わせて提供します。

ゆったりとした環境の中で喜びや楽しさを見出しながら子どもたちの発達を促進できる療育を目指していきます。

①子どもが充実した毎日をすごし、望ましい未来を作り出す力の基礎を培うために子どもの発達の状況及び、発達の過程・特性等を十分配慮

しながら子どもの成長を支援する。②発達の気づきの段階から継続的な支援を行い、将来の子どもの発達・成長を見通しながら、日常生活を

円滑に営めるよう、今、どのような支援が必要かという視点を持ち、子どもの自尊心や自発性、主体性、自己抑制力を育てつつ発達上の課題

を達成させる。③子どもの保護者に対し、その意向を受け止め、子どもと保護者の安定した関係に配慮し、センター等の特性や児童発達支援

に関わる支援者の専門性を活かして支援にあたる。

あり なし

・食事・排泄。睡眠・衣服の着脱などの基本的な生活習慣が身につくようにする。・自分を十分に表現し、自信を持って活動できるようにする。

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間 9時　　0分から　　16時　　0分まで 送迎実施の有無

支援内容

本
人
支
援

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

・子どもの気持ちを受け入れ、共感しながら信頼関係を築いていく。・１日の流れに見通しを立てながら行動できるようにする。

・のびのびと身体を動かし、表現することの楽しさを知る。見たり、聞いたり考えたことを、自分で想像して自由に表現できるようになる。

・全身を使った粗大運動や、手先の運動を取り入れ、バランス感覚や力加減を、子ども自身が身体をイメージしながら取り組めるようにする。

・好きな玩具や遊具に興味を持ち楽しいで遊ぶ。・戸外遊びを通じ、経験したことを遊びに取り入れ、豊かな感性や好奇心を養う。

・生活や遊びの中で見たり聞いたりしたことを友だちと一緒に発展させながら遊ぶ。・数字や文字にも少しずつ関心を持てるような活動や遊びを取り入れる。

・保育者や友だちと一緒にごっこ遊びをする中で、言葉のやり取りを楽しむ。・保育者や友だちとの会話を通して、友だちといることの楽しさを感じる。

・会話の中で、自分の経験したことや感じたことを自分の言葉にし伝えることの楽しさを知る。・保育者からの語りかけを喜び、言葉を使うことを楽しむ。

・友だちと積極的に関わりながら喜びや悲しみなどの感情を共有する。・友だちと一緒にいることの喜びや楽しさを感じて、いきいきと遊ぶ。

・友だちと一緒に過ごす楽しさをしり簡単なルールのある遊びを通してルームを守れるようになる。・遊びの中で友だちと力を合わせたりすることの大切さを知る。

主な行事等

移行支援

職員の質の向上

・日々の「連絡ノート」や送迎時に交わす保護者との会話・懇談会等の
機会を利用し困り感に寄り添い、相談に乗る。

・入園式・卒園式・お誕生日会・運動会・夏まつり・わくわくデー・遠足・お泊り保育・避難訓練・発表会・作品展・クリスマス会・ハロウィン等

・進級、卒園、入学等様々な場面での困り感に対応し保
護者を支える。（相談、情報交換他）

・園内の支援センターと繋がり、保護者支援を行う。
・地域の通所支援連絡会に参加する。

・スタッフ会議や全体研修会、外部研修会への参加を生
かし、職としての質の向上に努める。

家族支援

地域支援
地域連携


